
東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4

022 3001 事務事業名 安全管理事務

重信幼稚園 電話番号

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名

事業区分

事業の対象 幼稚園を利用する幼児、教職員

園舎や遊具の安全管理を行うとともに、幼児の安全指
導や教職員の危機管理を徹底し、幼児の安全な生活を
目指します。

総合計画 政策目標

今年度

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由

公的関与

089-964-3092 メールアドレス sigeyo@city.toon.ehime.jp

細事務事業名

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち

一部委託 実施計画

政策項目

ソフト事業 事業運営方法 期間設定なし

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

学校教育法　東温市立幼稚園規則

主要施策

非該当 事業期間

２ 学校教育の充実

根拠法令

活動内容

警察関係者、交通安全指導員による、交通安全教室を開催
し、交通安全の意識の向上を図ります。

教職員間で危機管理マニュアルについて協議し、共通理解を深
め、危機管理体制を整備します。

火災・地震が起きた際の行動の仕方が身に付くよう、計画的
に避難訓練を実施します。

定期的に施設・遊具安全点検を行います。

事業の目的 最終的

平成23年度

避難訓練回数
避難訓練の実施により、望まし
い行動の仕方が身につくことが
期待できるため

回
11

平成24年度 平成25年度

12

11 11

最終目標

遊具安全点検回数
定期的な安全点検を行うこと
で、危険箇所の早期発見を図る
ため

回
12 12 12 →

12

→

11 11

交通安全指導回数
交通安全の理解・意識向上のた
め

回
6 6 6 →

6 6

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 378 378 389

計(Ａ) 378 378 389

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.052 314

臨時職員工数・経費 0.030 55

0.052 315 0.052 317

0.031 58 0.031 58

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 747 751 764

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 重信幼稚園
総　合
評価点

交通安全指導・避難訓練などの実施、施設の安全点検、危機管理マニュアルなどを実施、協議していくことで、園児、教職員の意識の向上と必
用となる態度・行動の習得が図られます。安全な園生活のために必要な事業です。

有効性

効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

Ａ 必要性 有効性 達成度

防災マニュアルの整備とともに、日常の安全指導・避難訓練の内容を再検討し、意識の向上や、具体的な行動の習得を図れるよう努めます。

効率性 地域の関係機関との協力のもと、継続した取組となっています。他機関の指導を得て、内容の検討を図り、効率的に実施したいと考えます。

必要性

幼児期の安全指導は、保護者や家庭との連携を図り、進めていくことが有効だと考え、親子参加型の活動を実施しています。防災マニュアルの
協議を進め、安全管理意識の向上を図り、園全体の危機管理体制を整えます。

二次評価で
の指摘事項

定期的な施設や遊具の点検に努めてください。交通安全指導や避難訓練などから職員間で問題点や改善策を出しあうなど、園全体
で危機管理意識の向上を図るとともに、安全管理マニュアルや危機管理体制の整備を行ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

達成度
計画案にそって、定期的に交通安全教室・避難訓練・安全点検を実施しています。幼児は経験を重ねるほど、意識の向上や態度の習得が見ら
れます。防災マニュアルの整備により、職員の意識統一が図られます。

当面の
課　題

改　革
計　画

教職員間での協議を大切にする。安全指導の内容、意図を理解し、継続している訓練等の見直しを図ります。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性
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№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

二次評価で
の指摘事項

園児の健やかな成長・発達に大きな影響を及ぼす「安全で清潔な保育環境」の整備は重要です。定期的な点検による環境整備と施
設の安全管理の徹底を図ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

今後の方向性

当面の
課　題

園舎内の老朽化に対する整備が少しずつ進められています。今後も、計画的な修繕を進めていく必要があります。

効率性 備品の管理状態が明確となり、効率的な利用ができています。また、重要部分から順次、整備が進められています。

Ａ 必要性 有効性

環境整備内容を整理し、計画的な整備を進めます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

0.945 1,779

1.245

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 重信幼稚園
総　合
評価点

達成度 効率性

必要性

改　革
計　画

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 12,228 12,097 12,443

Ａ 必要性 有効性

園舎内・園庭の教育環境を、望ましい経験のできる豊かな環境として整備することは、環境による教育を実践する幼稚園として、重要なポイントで
す。

有効性
充実した園生活のためには、園の教育環境が、発達に応じた教育的意義の高い状況にあること、また、安全で生活しやすい状態にあるべきであ
り、教育効果が高まります。

達成度 施設・設備の修繕、備品の購入は計画的に実施されています。園舎内全体が老朽化しているため、室内の整備が重要となっています。

現状維持

0

地方債 0 0

7,531

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 2,990 2,795 3,077

正職員工数・経費 1.245 7,519

計(Ａ) 2,990 2,795 3,077

1.245 7,587

平成

費目名 教育

年度予算 備　　　　考

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計

直接事業費

年度決算平成 年度決算 平成

国・県支出金 0 0

人件費(Ｂ)
臨時職員工数・経費 0.945 1,720 0.945 1,771

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない

教材や保育環境全般

活動内容

園舎内の環境整備

園庭の環境整備

事業の目的 最終的 保育環境を整備し、園児の健全な成長を確保します。 今年度

物品・備品の購入・保管・処分に関する事務手続き

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名

事業区分

根拠法令

非該当

公的関与

089-964-3092 メールアドレス sigeyo@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

細事務事業名

学校教育法　東温市立幼稚園規則

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ２ 学校教育の充実 主要施策 （１）学校施設・設備の整備

事業の対象

022 3004 事務事業名 施設環境整備事務

重信幼稚園 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画
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№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

二次評価で
の指摘事項

定期的な施設や遊具の点検に努めてください。交通安全指導や避難訓練などから職員間で問題点や改善策を出しあうなど、園全体
で危機管理意識の向上を図るとともに、安全管理マニュアルや危機管理体制の整備を行ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

達成度
毎月点検や訓練を実施することにより、園児の安全教育につながっている。また、チェックリストに記録することにより、教職員の安全管理意識の
向上にも役立っている。保護者へも情報提供することで安心・信頼が得られている。

当面の
課　題

改　革
計　画

園児の安全を守るために必要な事業であることから、今後も引き続き事業を推進していきたい。遊具の日常点検や不備箇所の速やかな対応など
適切な管理を継続して実施していく。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,380 1,375 1,399

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 北吉井幼稚園
総　合
評価点

法律や条令で実施することが定められた事業であり、園児の安全管理には、訓練や指導は必須要件である。また、安全基準に基づいた遊具の
安全点検も必須である。

有効性

効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

Ａ 必要性 有効性 達成度

学校教育法、東温市立幼稚園規則に基づき実施する事業であり、今後も実施する必要があります。安全基準に沿った遊具の安全管理の徹底が
必要である。また、老朽化した遊具もあるので、順次新規購入を計画していきたい。

効率性
遊具の安全点検は市の委託業者が入っている。また、交通安全指導も市主催で実施している。園内でも点検や指導を実施しており、安全確保
ができている。

必要性

園児の安全を守るため、また安全に対する意識の向上を図るために欠かせない。

計(Ａ) 377 371 388

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.158 954

臨時職員工数・経費 0.027 49

0.153 925 0.153 932

0.042 79 0.042 79

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 377 371 388

12 12

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

11 11

最終目標

遊具安全点検回数
定期的な安全点検を行うこと
で、危険箇所の早期発見を図る
ため

回
13 13 13 →

13

→

11 11

交通安全指導回数
交通安全の理解・意識向上のた
め

回
12 12 12 →

平成23年度

避難訓練回数
避難訓練の実施により、望まし
い行動の仕方が身につくことが
期待できるため

回
11

平成24年度 平成25年度

13

学校教育法、東温市立幼稚園規則

主要施策

非該当 事業期間

２ 学校教育の充実

危機管理マニュアルの見直しをするとともに、全職員に周知
する。安全点検、避難訓練、交通安全指導いずれについて
も年間計画の通り実施し、園児の安全な生活の確保に努め
る。また、必要に応じ、臨時点検・訓練を実施する。

根拠法令

活動内容

遊具安全点検 保護者を対象とした安全に関する情報の提供

避難訓練 危機管理マニュアルの見直し

交通安全指導

事業の目的 最終的

公的関与

089-964-5952 メールアドレス kitayoshiiyo@city.toon.ehime.jp

細事務事業名

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち

一部委託 実施計画

政策項目

ハード事業 事業運営方法 期間設定なし

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

022 4001 事務事業名 安全管理事務

北吉井幼稚園 電話番号

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名

事業区分

事業の対象 園児の安全に関すること全般

園児の安全管理と安全教育の充実を図ることで、安全
な園生活を送れるようにする。

総合計画 政策目標

今年度

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由
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№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4

022 4004 事務事業名 施設環境整備事務

北吉井幼稚園 電話番号

ハード事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名

事業区分

根拠法令

非該当

公的関与

089-964-5952 メールアドレス kitayoshiiyo@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

細事務事業名

学校教育法、東温市立幼稚園規則

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ２ 学校教育の充実 主要施策 （１）学校施設・設備の整備

事業の対象 教材や保育環境

個々の発達や年齢に応じた保育環境のあり方について探り、
互いにつながり、育ち合える保育環境にしていく。

活動内容

教材購入計画、管理保管、適切な処理を行う。 温度、湿度、証明、換気等良好に維持する。

生活や遊びがしやすい環境をつくり、施設内外の美化を行
う。

落下、転倒防止対策を行う。

事業の目的 最終的 保育環境を整備し、園児の健全な成長を確保する。 今年度

塗装、修繕、修理を行う。

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計

直接事業費

年度決算平成 年度決算 平成

0 0

3,061

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 7,204 8,359

その他特定財源 0 0 0

一般財源 3,061 3,257 3,260

国・県支出金

0

平成

費目名 教育

年度予算 備　　　　考

0

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 北吉井幼稚園
総　合
評価点

達成度 効率性

必要性

改　革
計　画

3,257 3,260

0.621 3,784

臨時職員工数・経費 0.823 1,498 0.718 1,346 0.718
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費 0.438 2,645

計(Ａ)

8,396

Ａ 必要性 有効性

1,352

0.621

今後の方向性

当面の
課　題

事前に職員間で課題を明確にして共通理解を図り、誰にでもわかる保育環境づくりを心がけている。また、幼児の支援ができる安全で安心な保
育環境づくりも目指しているが、今後も見通しをもった教材購入計画を実施するとともに、幼児が安心して安全に生活や遊びを拡げていける環境
を求めていきたい。

効率性
予算を園児のために有効に活用できるよう、計画に基づき購入している。教材購入の際は安価で教育効果の高いものを吟味している。また、修
繕の必要なものについては、できるところは職員で行い、必要に応じて市に報告・相談をしている。

充実した教育環境づくりは園児の保育には不可欠である。個々の発達に応じた環境や年齢や時期にあった環境について全職員で共通理解を
図りながら、実践を積んでいきたい。

有効性 教育環境の充実は、園児とともに保護者からも安心して預けてもらう目安になるために欠かせない。

達成度 教材等の消耗品は目的に応じて種類別の整理整頓がされている。安全・衛生面に関するチェックも教職員で月に一度は行っている。

現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

地方債 0 0

3,756

Ａ 必要性 有効性

今後も園児の健全な成長を確保するために必要な事業であることから、今後も引き続き事業を推進していく。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

園児の健やかな成長・発達に大きな影響を及ぼす「安全で清潔な保育環境」の整備は重要です。定期的な点検による環境整備と施
設の安全管理の徹底を図ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点



東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4

二次評価で
の指摘事項

定期的な施設や遊具の点検に努めてください。交通安全指導や避難訓練などから職員間で問題点や改善策を出しあうなど、園全体
で危機管理意識の向上を図るとともに、安全管理マニュアルや危機管理体制の整備を行ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

改　革
計　画

確実に月１回の安全点検を行うよう報告・確認の徹底を進めていきます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 川上幼稚園
総　合
評価点

幼児の安全な生活を保障するためには、遊具の安全管理は必要不可欠です。また、避難訓練等を通して自分の命を大切にし守ろうとする幼児
を育てることが大切です。

有効性

遊具の不具合の早期発見のため、安全点検表の活用の徹底が必要です。

効率性 危機管理体制の整備の充実と教職員間で意識統一することでさらに効率的になると考えます。

必要性

２年に１度の専門業者の遊具点検と教師の確認によって安全な遊具の提供ができています。また、訓練においても年度当初の計画にもと頭いて
推進し、教職員の危機管理の意識向上につながってきています。

達成度
修繕の対応も早く、安全が保たれています。訓練を通して、幼児に安全意識をもたせることができました。また、教職員も自分の役割を再確認し
たり、連携をとる大切さに気付きました。

当面の
課　題

効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

Ａ 必要性 有効性 達成度

0.032 194 0.032 195

0.008 15 0.008 15

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 581 576 592

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

0 0 0

一般財源 373 367 382

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名

事業区分

事業の対象

総合計画

0

その他特定財源

計(Ａ) 373 367 382

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.032 193

臨時職員工数・経費 0.008 15

7 8

交通安全指導回数
交通安全の理解・意識向上のた
め

回
2 2 2 →

2 2

12 →

10

平成24年度 平成25年度

12

→10 8

事業の目的 最終的

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度

避難訓練回数
避難訓練の実施により、望まし
い行動の仕方が身につくことが
期待できるため

回
10

活動内容

交通安全の指導を行います。 安全に関する危機管理マニュアルの見直しを行います。

火災・地震・不審者の避難訓練を行います。
地域の方々や保護者にも呼びかけ、安全な園生活が送れるよう、
協力してもらいます。

遊具や園舎の安全点検を行います。

今年度

最終目標

遊具安全点検回数
定期的な安全点検を行うこと
で、危険箇所の早期発見を図る
ため

回
12 12

学校教育法　東温市立幼稚園規則

主要施策

非該当 事業期間

２ 学校教育の充実

安全点検を定期的に行い、安全管理の徹底を推し進めたり、
幼児の防火・防災の意識を向上を目指します。

根拠法令幼稚園を利用する幼児、教職員

園舎や遊具の安全管理を行うとともに、幼児の安全指
導や教職員の危機管理を徹底し、幼児の安全な生活を
目指します。

公的関与

089-966-3755 メールアドレス kawakamiyo@city.toon.ehime.jp

細事務事業名

学校教育課 係　　名

政策目標

期間設定なし

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

022 5001 事務事業名 安全管理事務

川上幼稚園 電話番号

第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち

一部委託 実施計画

政策項目

ソフト事業 事業運営方法



東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

園児の健やかな成長・発達に大きな影響を及ぼす「安全で清潔な保育環境」の整備は重要です。定期的な点検による環境整備と施
設の安全管理の徹底を図ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 今後の方向性

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 川上幼稚園
総　合
評価点

達成度
隅々まで清掃・管理が概ねできており、幼児が気持ちのよい生活を送れています。また、清潔で整理整とんが整った環境は保育活動を進めやす
く、保育の充実・向上につながってきています。

必要性

改　革
計　画

活動に対するチェック体制をさらに整えると共に報告を行うように徹底します。

安全で充実した環境での生活は、幼児の豊かな育ちを保障する上で大事です。全体に目を配るとともに細やかな管理を行うことで手入れが行き
渡り、保育の充実につながっていきます。

現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

Ａ 必要性

必要性

達成度 効率性 今後の方向性

当面の
課　題

より一層無駄のない充実した保育環境を整備するため、各担当者が責任をもって計画・実践を行うとともに、教師間で連携を取り、協力して進め
ていくことが必要です。さらに使用後の始末を徹底することで、時間短縮を図ることが可能だと考えます。

効率性
全職員が共通理解し、整備や管理に取り組むことが重要と考えます。また、教材・備品等の管理・活用においては、使用後の始末を適切に行うこ
とが業務の効率性向上につながります。

安全で清潔な保育環境づくりは、保育や幼児の健やかな成長・発達の基盤になります。幼児が安全で豊かな経験を積む上で、環境整備は重要
です。

1.032 1,943

1.557

計(Ａ) 2,446 2,705 2,395

有効性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 13,727 14,057 13,827

1.032 1,878

有効性

有効性

0

0

0

2,395

1.557 9,488

1.032

地方債 0 0

9,418

その他特定財源 0 0

一般財源 2,446 2,705

正職員工数・経費 1.557 9,403

臨時職員工数・経費

平成

費目名 教育

年度予算 備　　　　考

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計

直接事業費

平成 年度決算 平成

国・県支出金 0 0

人件費(Ｂ)

年度決算

1,934

平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない

危険箇所の点検を行い、早期発見・修繕・整備を行い、保育
の充実を図っていきます。

活動内容

園舎や園庭など幼稚園全体の環境整備を行います。 温度・湿度・照明・換気等良好に維持します。

施設・設備等の管理修繕を行います。 落下・転倒・ガラス飛散防止対策を行います。

事業の目的 最終的 保育環境を整備し、園児の健全な成長を確保します。 今年度

教材や物品の購入事務及び管理を行います。

学校教育法　東温市立幼稚園規則

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ２ 学校教育の充実 主要施策 （１）学校施設・設備の整備

事業の対象 教材や保育環境全般 根拠法令

非該当

公的関与

089-966-3755 メールアドレス kawakamiyo@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

細事務事業名

電話番号

実施計画

022 5004 事務事業名 施設環境整備事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名

事業区分

川上幼稚園

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由



東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4

022 6001 事務事業名 安全管理事務

東谷幼稚園 電話番号

ソフト事業 事業運営方法

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名

事業区分

事業の対象 幼稚園を利用する幼児、教職員

一部委託

成果指標

指標名

避難訓練回数

交通安全指導回数

計算式又は指標設定理由

避難訓練の実施により、望まし
い行動の仕方を身に付けること
が期待できるため

回

期間設定なし

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

学校教育法　東温市立幼稚園規則

主要施策

非該当実施計画 事業期間

２ 学校教育の充実

公的関与

089-966-3708 メールアドレス higashidaniyo@city.toon.ehime.jp

細事務事業名

危機管理マニュアルを再検討し、誰が見ても、すぐに使える
ように感嘆明瞭なマニュアルを作成します。

根拠法令

危機管理マニュアルを再検討し共通理解を図ります。

危険だと判断されるものの速やかな修理及び処理を実施しま
す。

避難訓練・交通安全教室を実施します。

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目

今年度
園舎や遊具の安全管理を行うとともに、幼児の安全指
導や教職員の危機管理を徹底し、幼児の安全な生活を
目指します。

事業の目的 最終的

活動内容

遊具や環境の安全点検を実施します。

最終目標

遊具安全点検回数
定期的な安全点検を行うこと
で、危険箇所の早期発見を図る
ため

回
12 12 12

平成23年度 平成24年度 平成25年度

12

→

12

12 11 →

11 11

11

交通安全の理解・意識向上のた
め

回
2 2 →

2 随時

随時

費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

予算費目 会計 一般会計

一般財源 369 359

0

その他特定財源 0 0 0

377

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

正職員工数・経費 0.011 0.018 110

0.017 32 0.017 32

計(Ａ) 369 359 377

66

臨時職員工数・経費 0.011 20

0.018 109

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 455 500 519

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 東谷幼稚園
総　合
評価点

法律や条例で実施することが定められた事業であり、園児の安全管理には、訓練や指導は必須要件です。安全基準に基づいた遊具の安全点
検も必須要件です。

有効性

Ｄ
Ｏ

人件費(Ｂ)

職員数が少ないため、市教委や保護者との連携を図りながら安全確保に努めなければなりません。

効率性
遊具の安全点検は市の委託業者が行っています。また、交通安全指導も市主催で実施しています。園独自でも点検や指導を実施しており、効
率的に安全確保を図っています。

必要性

園児の安全を守るため、また、安全に対する意識の向上を図るために欠かせません。

達成度
毎月の点検や訓練を実施することは、園児の安全教育につながっています。また、チェックリストに記録することにより、教職員の安全管理意識の
向上にも役立っています。

当面の
課　題

効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

Ａ 必要性 有効性 達成度

二次評価で
の指摘事項

定期的な施設や遊具の点検に努めてください。交通安全指導や避難訓練などから職員間で問題点や改善策を出しあうなど、園全体
で危機管理意識の向上を図るとともに、安全管理マニュアルや危機管理体制の整備を行ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

改　革
計　画

日頃から訓練を行うことで安全対策を徹底します。また、遊具の日常点検や不具合への速やかな対応など、適切な管理を継続して実施します。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性



東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4

改　革
計　画

達成度 今後の方向性

二次評価で
の指摘事項

園児の健やかな成長・発達に大きな影響を及ぼす「安全で清潔な保育環境」の整備は重要です。定期的な点検による環境整備と施
設の安全管理の徹底を図ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 東谷幼稚園
総　合
評価点

達成度

今後も園児の健全な成長を確保するために必要な事業であることから、引き続き事業を推進していきます。

教育環境の充実は園児にとってたいせつなことはもちろん、保護者にとっても安心して預けてもらう目安になるために欠かせません。

現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

Ａ 必要性 有効性

必要性

達成度

現状維持

今後の方向性

充実した教育環境づくりは園児の保育には欠かせません。無駄のない購入計画、環境整備計画は必須要件です。

効率性

当面の
課　題

環境整備を行い、気持ちよく安心して遊べる環境づくりが必要です。

効率性
園児のために予算を有効に活用できるよう計画に基づき、購入しています。教材購入の際は安価で教育効果の高いものを吟味しています。ま
た、修繕に必要な物についてはできるところは職員で行い、必要に応じて市に報告しています。

有効性

教材等の消耗品は目的、種類別で整理整頓がなされています。これにより増減が一目で分かります。安全、衛生面に関するチェックも教職員で、
月に1度は行っています。

2,261

0.181 339 0.181 3410.178 324

0.371

効率性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,828 4,427 4,354

0

0

0

1,752

0.371

地方債 0 0

2,244

その他特定財源 0 0

一般財源 1,270 1,844

計(Ａ) 1,270 1,844 1,752

正職員工数・経費 0.370 2,234

臨時職員工数・経費

平成

費目名 教育

年度予算 備　　　　考

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計

直接事業費

平成 年度決算 平成

国・県支出金 0 0

人件費(Ｂ)

年度決算

平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない

環境を常に適切な状態に保持し、衛生管理に努めます。

活動内容

施設内外の環境整備、美化を行います。 塗装、修繕、修理を行います。

教材購入計画や管理保管、処分を行います。

事業の目的 最終的 保育環境を整備し、園児の健全な成長を確保します。 今年度

温度、湿度、照明換気等を良好に維持します。

学校教育法　東温市立幼稚園規則

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ２ 学校教育の充実 主要施策 （１）学校施設・設備の整備

事業の対象 教材や保育環境全般 根拠法令

非該当

公的関与

089-966-3708 メールアドレス higashidaniyo@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

細事務事業名

電話番号

実施計画

022 6004 事務事業名 施設環境整備事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名

事業区分

東谷幼稚園

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由



東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名

事業区分

事業の対象 幼稚園を利用する幼児、教職員

一部委託 実施計画

園舎や遊具の安全管理を行うとともに、幼児の安全指
導や教職員の危機管理を徹底し、幼児の安全な生活を
目指します。

西谷幼稚園 電話番号

ソフト事業 事業運営方法

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目

事業の目的 最終的

成果指標

指標名

避難訓練回数

交通安全指導回数

公的関与

089-966-5850 メールアドレス nishidaniyo@city.toon.ehime.jp

細事務事業名022 7001 事務事業名 安全管理事務

期間設定なし

（２）生きる力の育成を重視した教育活動の充実

学校教育法　東温市立幼稚園規則

主要施策

非該当 事業期間

２ 学校教育の充実

園児が身近な環境を生かしながら安全に遊べるようにしま
す。

根拠法令

活動内容

遊具・施設の安全点検実施 業者による遊具の安全点検

避難訓練の実施 安全に関する危機管理マニュアル作成

交通安全教室の実施

今年度

最終目標計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度

遊具安全点検回数
定期的な安全点検を行うこと
で、危険箇所の早期発見を図る
ため

回
12 12 12 →

12 12

→

2 2

交通安全の理解・意識向上のた
め

回
2 2

→

3 3

避難訓練の実施により、望まし
い行動の仕方が身につくことが
期待できるため

回
3 3 3

2

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計

一般財源 331 317

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.028

費目名 教育

169 169 0.028 171

臨時職員工数・経費 0.012 22

339

計(Ａ) 331 317 339

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

その他特定財源 0 0 0

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

0.028

0.012 22

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 522 509 532

必要性 有効性 達成度

0.012 23

必要性

効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 西谷幼稚園
総　合
評価点

学校教育法や市の規則により、避難訓練等安全管理は義務付けられている事業です。

有効性 園児の安全を確保するため、欠くことが出来ません。

防犯・防災の徹底や体制について再度見直しを行う必要があります。また、これからも潜在危険の洗い出しと安全性の確保を行います。

効率性 業者による安全点検を行うことで、事前に改善されています。小学校と一緒に危機管理体制が整備されています。

達成度
改善場所があれば、職員や小学校事務員がすばやく対応したり、教育委員会を通して、業者により改善・修繕がされています。訓練においても
小学校と合同で行ったり、発達に応じて園内で行ったりと細やかな対応が出来ています。

当面の
課　題

二次評価で
の指摘事項

定期的な施設や遊具の点検に努めてください。交通安全指導や避難訓練などから職員間で問題点や改善策を出しあうなど、園全体
で危機管理意識の向上を図るとともに、安全管理マニュアルや危機管理体制の整備を行ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

改　革
計　画

命を守る大切な事業のため、今後も引き続き事業を推進していきます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性



東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

園児の健やかな成長・発達に大きな影響を及ぼす「安全で清潔な保育環境」の整備は重要です。定期的な点検による環境整備と施
設の安全管理の徹底を図ってください。

二次評価者 学校教育課長
総　合
評価点

Ａ 今後の方向性

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 西谷幼稚園
総　合
評価点

達成度 備品や教材、消耗品等整理整頓がされています。また、外部と連携をとったり、教師間で連携、協力を行ったりして進めることが出来ています。

必要性

改　革
計　画

効率よく施設を管理するため、今後も継続し推進していきます。

樹木の剪定や消毒、季節の花や野菜を植えるなど、戸外の環境整備を行うことにより、園内でも季節の移り変わりを感じ取ることが出来ています。
教材・備品等の望ましい配置・活用を行うことで充実した園生活が保障されます。

現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

Ａ 必要性

必要性

達成度 効率性 今後の方向性

当面の
課　題

限られた職員がそれぞれに役割を果たしながら連携し、環境の整備と美化に努める必要があります。

効率性 時間を有効活用し職員が環境整備をするとともに、シルバー人材や保護者奉仕活動を活用し、効率性を高めています。

充実した教育環境作りは、園児の保育に欠かせません。また、廃材の活用や無駄のない計画により、物を大切に扱うことにつながっています。

0.133 250

0.322

計(Ａ) 1,292 2,207 2,257

有効性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,479 4,404 4,470

0.133 242

有効性

有効性

0

0

0

2,257

0.322 1,962

0.133

地方債 0 0

1,948

その他特定財源 0 0

一般財源 1,292 2,207

正職員工数・経費 0.322 1,945

臨時職員工数・経費

平成

費目名 教育

年度予算 備　　　　考

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計

直接事業費

平成 年度決算 平成

国・県支出金 0 0

人件費(Ｂ)

年度決算

249

平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない

保育環境を整備し、園児の健全な成長を確保します。

活動内容

施設内外の環境整備を行います。 温度、湿度、照明、換気等良好にします。

教材や絵本の管理を行います。

事業の目的 最終的 保育環境を整備し、園児の健全な成長を確保します。 今年度

物品・備品の購入・廃棄事務及び管理を行います。

学校教育法　東温市立幼稚園規則

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ２ 学校教育の充実 主要施策 （１）学校施設・設備の整備

事業の対象 教材や保育環境全般 根拠法令

非該当

公的関与

089-966-5850 メールアドレス nishidaniyo@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

細事務事業名

電話番号

実施計画

022 7004 事務事業名 施設環境整備事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 学校教育課 係　　名

事業区分

西谷幼稚園

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由


